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質疑応答

統合小学校に係る改修計画（案）説明会

令和6年4月

〜 次 第 〜

将来を担う板柳町の⼦どもたちが、様々な個性をもつ仲間とのふれあいを通

して、社会性や協調性を育み、切磋琢磨しながら⼼豊かに学びあえるように、

板柳町⽴⼩学校を１校に統合し、令和10年4月の開校を目指します。

今後、教育委員会では、統合に向けてＰＴＡ・地区の代表者を含めた準備委

員会を設置し、保護者のみなさまや地域のみなさまと一緒に検討・協議を重ね、

円滑な統合のために準備を進めます。
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１．スケジュール　　　　　開校予定　令和10年４月

4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 2

２．財源内訳及び概算事業費

３．過疎債の償還計画

◆償還25年間、借入利率0.7％で試算した場合　

4239万円

約▲8100万円

　　【長寿命化改修のイメージ】

長寿命化改修工事

既存校南小を改修

5億1622万円
25億7880万円

（18億0516万円）

（7億7364万円）

3354万円

約1億1688万円

◆令和６年度当初予算　小学校管理費

板柳北小学校 5432万円

基本設計 実施設計

※学童クラブの事業費は含まず

した場合の事業費内訳

　借入金額（元金）

　利息額

既存校南小（S59築）を改修

計

1億2069万円
29億7308万円

3479万円
31億2856万円54億4691万円

委託料

工事費

その他

板中隣接地へ新築

9億6396万円
42億8010万円

31億2856万円事業費計 ①+②+⑤ 

内訳

2億4192万円
板柳南小学校

① 国 費

② 借入金額

③ 交付税措置

➃ 町負担分

⑤ 町負担分

過疎債

補助金

一般財源

（29億9607万円）

（12億8403万円）

2億0285万円

１年当り償還額（元利）

　うち交付税措置額70%

　実質町負担額（元利） 約3588万円

計 28億2072万円
板柳東小学校 2902万円

計 1億6755万円

統合小学校改修計画（案）

令和7年度（2025年） 令和8年度（2026年） 令和9年度（2027年）

造成工事

※統合で１校となるため管理費の削減が見込まれる

小阿弥小学校 4182万円

基本設計・実施
設計

長寿命化改修
工事等

学童クラブ整備
（別事業）

仮設校舎
（既存校活用）

※改修工事期間中（R8～R9）は南小の児童は北小校舎で学ぶ（北小学校へ統合）

基本設計 実施設計 新築工事

令和6年度（2024年）

25億7880万円

　　【改築（建替え）中心のイメージ】

うち工事費 48億5000万円 29億7308万円
　※過疎債には返済額の70％を国が補てんしてくれる地方交付税措置があります。

（建物を良い状態に保ち、躯体の耐用年数まで使う）

70～80年間

40～50年間

（機能・性能の劣化に殆ど対応しないため、使い勝手が悪くなって解体してしまう）

長寿命化改修費
48.5億円

２９．７億円

R6で南小は築40年



４．改修 工事費 内訳

５．配置図　　　南小学校校舎・体育館（S59年竣工）

陸上トラック、サッカー用グラウンドとしてグラウンド（砂の部分）舗装
を改修します。プールはろ過機更新を含めた設備を更新します。拡
大を予定している用地に不足する駐車場を確保し、町道側からの出
入口通路を整備します。

アスベストの除去時は大気中への飛散防止のため、除去工事は児
童がいながら実施は難しいと考えております。時計台は鉄骨部分の
老朽化により撤去を検討しています。

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の構造体（く体）を長寿命化するために屋上防水工
事、外壁等改修工事を実施します。

浸水対策を考慮した受電設備へ更新します。

工事費　計

工事費種別 工事内容等

壁や天井など内装について快適な室内環境の確保と照明LED化な
ど光熱水費抑制も考慮した改修とします。トイレは洋式便器へ改修
し、ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚを整備します。スロープの整備や教室が３階にある
ためエレベーターを整備します。

ﾗｲﾌﾗｲﾝ更新の他、老朽化した設備の更新工事を実施します。

構造体（く体）を長寿命化するため雨漏りしている屋根改修工事の
他、外壁等改修工事を実施します。

トイレ洋式化や照明LED化の他、体育館の内部の床壁等の改修工
事を実施します。劣化している体育館床フローリングも改修します。

ﾗｲﾌﾗｲﾝ更新の他、老朽化した設備の更新工事を実施します。

校
舎
棟

給
食
棟

体
育
館

そ
の
他

改正となっている学校給食衛生管理基準に基づいたドライシステム
を基本とした新しい給食棟を増築します。下処理施設と調理室を明
確に区分して衛生面に十分配慮し、効率的な作業動線とした配置
計画をします。

工事費

給食室増築機械設備工事
改修工事（グラウンド改修）
改修工事（プール改修）
駐車場・通路等整備（造成工事含む）

外壁・建具改修工事

2286万円
1億2304万円

29億7308万円

屋根屋上防水工事
外壁・外部建具改修工事
受電設備改修工事
内部改修工事（ｴﾚﾍﾞｰﾀ含む）

時計台撤去工事
アスベスト除去工事

7億6867万円

1034万円
7283万円

4933万円
6912万円

4億4812万円

1億2227万円
2億9547万円

7699万円

4266万円

その他設備改修工事
屋根防水改修工事

トイレ設備改修工事
LED照明化改修工事

４億9990万円給食室増築電気設備工事

1億3245万円
752万円

1772万円

4132万円
1億1241万円

内部改修工事
トイレ設備改修工事
LED照明化改修工事
その他設備改修工事
給食室増築建築工事

6006万円

長寿命化改修で最低限必要な工事

グラウンド改修

校舎改修（長寿命化）

体育館改修（長寿命化）

学童クラブ新築

ﾌﾟｰﾙ改修

給食棟増築

駐車場・通路整備

信号機設置検討中
町道拡幅工事検討中



６．小学校４校を合わせた児童数

現在 統合予定
R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年
6年生 78人 88人 73人 79人 75人 90人 76人 62人 70人

5年生 88人 72人 79人 75人 90人 76人 62人 70人 73人

4年生 71人 79人 75人 90人 76人 62人 70人 73人 67人

3年生 79人 74人 90人 76人 62人 70人 73人 67人 64人

2年生 74人 91人 76人 62人 70人 73人 67人 64人 51人

1年生 91人 74人 62人 70人 73人 67人 64人 51人 46人

計 481人 478人 455人 452人 446人 438人 412人 387人 371人

減少数 累計 ▲ 3 ▲ 9 ▲ 17 ▲ 43 ▲ 68 ▲ 84
1年後 2年後 3年後 4年後 5年後 6年後

H27生 H28生 H29生 H30生 R1生 R2生 R3生 R4生 R5生

地域別将来推計人口（令和5（2023）年推計）　板柳町　【人口問題研究所】

人口 0～14歳 小学生 中学生 計

2020年 12,700人 1,205人 2020年 522人 288人 810人

6年後 2030年 10,194人 786人 2030年 351人 199人 550人

16年後 2040年 8,018人 503人 2040年 222人 127人 349人

26年後 2050年 6,034人 350人 2050年 153人 83人 236人

R6.3.28現在の住⺠登録⼈⼝より算定
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小学校別の児童数推移

北小新入生 南小新入生 小阿弥小新入生 東小新入生

北小全児童数 南小全児童数 小阿弥小全児童数 東小全児童数

R11で小阿弥小は築50年

R6で南小は築40年

折れ線ｸﾞﾗﾌ
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